
平成 24 年度 郷土づくりシンポジウム 
 

「東日本大震災の教訓・・・これからの郷土づくり」 
 

主 催：一般社団法人 鳥取県測量設計業協会 
 

後 援：鳥取県、株式会社 新日本海新聞社 
 
 
◆ 主 旨： 東日本大震災は、東北３県に津波を伴った甚大な被害を与えましたが、当協会は、今年６月

に鳥取・島根両県測量設計業協会として、宮城県を訪問し、被災地の現地視察を行い、震災直

後から始まった復旧・復興への取り組みを視察することができました。 
現在鳥取県では、日本海沖での津波予測を行い、その被害の見直しと津波対策の検討も行

われており、原発についても、島根原発の隣接県として災害時の対策も検討がなされており

ます。 
今回は、東北大震災直後から始まった復旧・復興への取り組み、鳥取県へ与えた影響等々

を学び、地震・津波のみならず、台風災害、原発対策、昨年西部地区であったゲリラ豪雨等、

現象を広くとらえ、平時からの備えをいかに行うべきかについて、このシンポジウムを通じ

て考えていきたい。 
 

◆ 日 時 ： 2012 年 10 月 9 日（火） 13:00～17:00 （受付 12:30～ ） 
 
◆ 場 所 ： 米子コンベンションセンター 小ホール 

        米子市末広町２９４ TEL 0859-35-8111 
 
◆ 参加費 ： 無  料 
 
◆ 一般聴講者は、参加申込は不要です。当日会場へお越しください。 

  なお、定員（300 名）になり次第、締め切らせていただきます。 
 

 
 

≪ プ ロ グ ラ ム ≫  
  
 

開 会 挨 拶                       （一社）鳥取県測量設計業協会            13:00～13:05  
会  長   大野木 昭 夫 
    

 祝    辞             鳥取県西部総合事務所県土整備局     13:05～13:10 
                     局 長  湊   正 彦 

                                    
東北震災視察報告 
「東日本大震災の現地視察を終えて」（一社）鳥取県測量設計業協会         13:10～13:35 
                      総務委員長 大 西 幸 人  
             

【第 1部】 
 

基調講演 1 
  「強靭な郷土づくりへの取組み」   鳥取県統轄監    法 橋    誠     13:35～14:25 
 

－  休   憩  －         14:25～14:35 
 
基調講演 2 
「東日本大震災から学ぶこと」    鳥取大学名誉教授 藤 村   尚       14:35～15:45 
 

                      －  休   憩  －               15:45～15:55 
 
【第２部】 
 

パネルディスカッション                          15:55～16:55 
「東日本大震災が与えた課題と、今後の取り組みについて」 

                  

司  会   鳥取大学名誉教授            藤 村    尚 

パネラー   鳥取県統轄監                    法 橋   誠     

                           ㈱新日本海新聞社西部本社代表    寺 谷   寛  

（一社）鳥取県測量設計業協会会長  大野木 昭夫  
                                                                                 

  
閉 会 挨 拶                  （一社）鳥取県測量設計業協会        16:55～17:00 

                     副会長  桜 井  博 幸 

（社）鳥取県測量設計業協会事務局  〒680-0031 鳥取市本町 3－201   TEL 0857-26-9832  FAX 0857-26-9838 


